
 

 

 

 

                    野外劇に向けて 日々練習に励む                      

「戦後 80年 とどけよう一郎の思い つくろう日本の平和」 
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豊橋市立石巻小学校 

校長だより №６ 

令和７年 10月 15日 

日 

なぎの木のように
 

10 月 3 日から、野外劇の全体練習が始まりました。今年の野外劇の演目は、「てんてんてんぐ

のまいおどり」です。昨年度から、石巻校区の象徴である石巻山を背景に、石巻の自然の中に入り

込んで演じることができるよう、また観客の皆様にもご覧いただけるよう、舞台や観客席の位置を

変えました。また、令和の大改訂として、民話にあるエピソードを入れつつも「人」を中心に据え、

心の葛藤、人とのつながりを大切にして脚本を見直しました。本年度は戦後 80 年、「命・平和」

をテーマに生命の尊重と平和への願い、そして友情も織り交ぜて脚本を大幅に改定しました。 

戦争を体験していない子どもたちにとって、当時の時代模様や人々の生きざまを想像することは

難しいのですが、それぞれの役になりきって表現できるように精一杯がんばります。３年前とは違

う「てんてんてんぐのまいおどり」をお楽しみください。 

 

野外劇「てんてんてんぐのまいおどり」は、 

１０月２５日（土）９時４５分からです。 

※雨天順延 

多くの皆様のお越しをお待ちしております。 

観劇・音楽鑑賞会 

    役者さんと一緒に舞台に立って演じることができたよ 

１０月１日（土）は、 劇団 そらのゆめ 「なまけものの三郎次」の劇を鑑賞しました。今回は

劇の一部分を児童も一緒に演じることができる参加型の鑑賞会でした。各学年から代表児童 1 名ず

つ、そして教員 1名がステージに上がり、それぞれの役を演じました。その場で、役とせりふなどを

教えてもらい、すぐに演じることになったのですが、みんな楽しく参加することができ、会場も盛り

上がりました。役者さんの演じる姿を間近に見ることができ、ここで学んだことを野外劇にも生かせ

るといいです。 


